
※注1 核兵器不拡散条約（NPT）とは…
　核兵器不拡散条約（NPT：Treaty on the Non-Proliferation of Nuclear Weapons）は、世界中に核兵器が広がるのを防ぎ、将来的に核兵
器のない世界を目指すために作られた国際条約です。
　1968年に採択され、1970年に発効しました。現在、世界の大半の国（190以上の国・地域）が参加している、安全保障の分野で最も重要
な条約の一つです。この条約は、主に「3つの柱（基本方針）」で成り立っています。
　① 核不拡散（これ以上増やさない）
　② 核軍縮（今あるものを減らす）
　③ 原子力の平和的利用（平和的なエネルギーとして使う）

　4月24日～5月1日の期間、パルシステム東京は生協代表団としてニューヨークで行われたNPT再検討会議に参
加をしました。今回はその時の様子などを交えて皆様に活動報告をいたします。また、ニューヨーク派遣代表団の
一つ、『ナガサキ・ユース代表団』の方へ当日の様子や今後の活動についてインタビューをしました。NPT再検討会
議とはどのようなものなのかにも触れ、ご報告させていただきます。是非、ご一読ください。

　NPT再検討会議は、ロシアによるウクライナ侵攻や、アメリカ・イスラエルによるイラン
攻撃など、緊迫した国際情勢を反映するかのように、開幕初日から対立国間での激しい意見
の応酬が繰り広げられました。結果として、こうした対立の溝を埋めることができないまま、
成果文書が不採択となったことは残念でなりません。
　一方で、日本被団協の方々による証言活動やNGO団体との懇談等に同行し、被爆者の声が
多くの人の共感を生んでいることを肌で実感しました。国や立場を越えた市民レベルでの交
流や、草の根活動の広がりを目の当たりにできたことは大きな収穫です。
　現地の大学生との証言活動では、「原爆を落とした米国を恨んでいますか」という質問に対
し、被爆者の方が「報復の連鎖では争いが続くだけ。だから恨んでいない。米国が核兵器を
なくすことこそが、被爆者への責任の取り方だ」と力強く語られました。その言葉には、平
和への強い決意と願いが込められていました。
　また、ナガサキ・ユース代表団をはじめ、次世代を担う若者たちが平和への想いを伝え、
世界の若者との対話・交流を深める姿から、彼らが平和のバトンを次世代につなぐ架け橋に
なっていると確信しました。
　私たちは被爆者の方々の切実な想いをしっかり受け止め、組合員とともに、核兵器のない
平和な未来の実現に向けて、これからも一歩ずつ歩みすすめてまいります。

　2026年4月27日～5月22日に核兵器の保有国が増えるのを防ぎ、核軍縮をすすめるこ
とを目的とする「核兵器不拡散条約（NPT）※注 1 再検討会議」がニューヨークの国連本
部で開催されました。
　パルシステム東京は、現地時間 4月26日（日）に行われた平和行進で、組合員の平和・
核兵器廃絶への想い、メッセージが込められたピースフラッグを掲げ、国際社会に平
和・核兵器廃絶をアピールしました。米露間の核軍縮条約が失効し、核兵器を取り巻
く情勢が大きく変化する重要な局面を迎えるなか、現地に組合員の平和・核兵器廃絶
への想いを届けてまいりました。

“NPT再検討会議”とは？

出典元：外務省HP　https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kaku/npt/gaiyo.html

パルシステム東京 政策・環境推進部 部長　福島 崇 参加報告

　　　“NPT再検討会議”の現地へ!
　　組合員の想いを胸に

パルシステム東京の職員を派遣しました
NO MORE HIROSHIMA
NO MORE NAGASAKI
NO MORE HIBAKUSHA
NO MORE WAR
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食材のお届けだけじゃない！  
　パルシステム東京の
  社会活動をご紹介。



ナガサキ・ユース代表団とは？

坂元 あゆ子さん
（長崎県出身）

平和活動を始めた原点は？平和活動を始めた原点は？

活動の原点：幼少期から沖縄戦に関する
深い平和教育を受けて育ちました。長崎
大学への進学を機に、沖縄の地上戦だけ
でなく、長崎の原爆被害についても一か
ら体系的に学びたいと考え、代表団に応
募しました。

嶺井 花音さん
（沖縄県出身）

活動の原点：広島出身という環境から、日常化していた平
和教育に対して一時期は無関心になっていました。しか
し、進学先の長崎で始めた平和遺構ガイドの活動を通じ、
修学旅行生や観光客が涙を流して遺構に見入る姿を目の当
たりにし、原爆の悲惨さと伝える意義に改めて気づかされ
ました。

佐々木 文葉さん
（広島県出身）

活動の原点：自身が被爆3世にあたります。高校
生になるタイミングで、祖母から「曽祖母が戦後
も長年にわたり、飛行機の音を聞くだけで怯え
ていた」という、PTSD（精神的傷）を含む生々し
い詳細な体験談を直接聞いたことが大きな契機
となりました。

　ナガサキ・ユース代表団（Nagasaki Youth Delegation）は、長崎県・長崎市・長崎大学の3者で構成され
た核兵器廃絶長崎連絡協議会（PCU-Nagasaki Council）が主催する人材育成プロジェクトです。
　2013年から、核軍縮・不拡散問題に関する国際会議への参加とその事前事後の活動を通じて、次世代を
担う長崎の若者が、最新の国際情勢を学ぶとともに、この分野で活躍する世界の人々と出会い、知識を行
動に結びつける力を養うことを目指しています。

「記憶の継承」と多様な道を次世代へ。 NYの学びからチームで描く未来「記憶の継承」と多様な道を次世代へ。 NYの学びからチームで描く未来
嶺井さん 佐々木さん 坂元さん 共通して…
双方向の対話を取り入れた「出前講座」の展開
　従来の出前講座において「体験談を聴いて感想文を書くだけ」の一過性の
学習スタイルから脱却し、講座中には子どもの主体的思考を引き出す「双方
向の対話」を、講座後には日常で継続的に考え議論し合える持続的な仕組み
づくりを目指しています。

佐々木さん
　日本では「平和活動」を職業にする道は狭く見えがちですが、世界には研
究者や国際機関、NGOなど、多様な進路が存在します。私たちはニューヨー
クの現場で得た知見を日本に還元し、次世代を担うユースに向けて、平和を
軸とした多様なキャリアの選択肢を提示する「橋渡し役」を目指しています。

佐々木さん
　「自分を生きること」を大切にしてください。
周囲の評価や社会の競争、あるいはAIが提示す
る答えや他人の意見に流されて思考停止するので
はなく、物事の本質をあるがままに、自分自身の
頭で主体的に考え続けること。その姿勢を大人が
次世代に見せていくこと自体が、結果として平和
な社会を築く最も強固な土台になると思います。

坂元さん
　平和について考えることのハードルを、ぐっと下げてみてください。
　ご自身の好きなジャンル（映画、音楽、読書、スポーツなど）と平和の繋がり
をゆるやかに見つけて、まずは食卓やリビングで、ご家族や身近な友人と気軽
に話し合うことから始めてみてほしいです。

パルシステム東京組合員へのメッセージパルシステム東京組合員へのメッセージ
嶺井さん
　「まずは知ること」がすべての第一歩です。過去の歴史的な事実に
留まらず、今まさに世界で起きている国際課題にも目を向け、ニュー
スや日常のSNSなど、自分がアクセスしやすい気軽なツールから、
少しずつ関心のアンテナを広げていってほしいと思います。

“ナガサキ・ユース代表団対談インタビュー”
　「NPT再検討会議から未来へ ―被爆地・長崎の若者が世界と対話して見えた
もの」をテーマに、ナガサキ・ユース代表団14期生の3名へ、パルシステム東京の
組合員理事が対談形式のインタビューを行いました。

2026年5月20日 NY渡航報告会
ナガサキ・ユース代表団第14期生　動画はこちら→

平和対談の全編はこちら→

ニューヨーク（NPT再検討会議）での活動と気づきは？ニューヨーク（NPT再検討会議）での活動と気づきは？
嶺井さん
　日本の若者の間で核問題への関心が低いことに焦燥感や孤独を覚えるこ
ともありましたが、現地で開催されたユースフォーラムにて、核保有国（イ
ンドなど）の若者から「悲劇を二度と繰り返さないために自分たちも貢献し
たい」という言葉を受け、世界中に同じ課題に向き合う仲間がいると強く実
感しました。また、過去の歴史被害に目を向けがちな日本に対し、世界のユー
スは「今まさに何が起きていて、これから具体的にどう解決すべきか」とい
う未来志向・現実的な議論を展開しているというアプローチの違いを痛感し
ました。

坂元さん
　安全保障上の懸念から「現実問題として今すぐには核を手放せない」と主
張する国々の背景に対しても、ただ一方的に理想論をぶつけるのではなく、
なぜそのような主張に至るのかを対話を通じて深く相互理解する姿勢が重
要であると学びました。政治や外交の土台を支えるのは
市民間・草の根の交流であり、日頃から多国間の交流を
積み重ねることが、有事の際にも対話の扉を開き続ける
信頼関係に繋がります。

松本 久仁子 常任理事 山口 祐美子 理事

インタビュアー
パルシステム東京
組合員理事


